
ブ ロ イ ラ ー 農 場 で 発 生 し た 伝 染 性 フ ァ ブ リ キ ウ ス 嚢 病

と そ の 後 の 対 応 ： 岡 山 県 津 山 家 保  岡 田 慧 、 萱 原 佳 美  

令 和 6 年 7 月 、 2 . 6 万 羽 飼 養 の ブ ロ イ ラ ー 農 場 で 3 0

日 齢 か ら 死 亡 羽 数 が 増 加 し 病 性 鑑 定 を 実 施 。 病 理 組 織

学 的 検 査 で F 嚢 の リ ン パ 濾 胞 萎 縮 、 髄 質 の リ ン パ 球 減

数 を 確 認 。F 嚢 か ら 伝 染 性 フ ァ ブ リ キ ウ ス 嚢 病 ウ イ ル ス

（ I B D V ）遺 伝 子 検 出 。本 ウ イ ル ス は 系 統 樹 解 析 の 結 果 当

該 農 場 使 用 の ワ ク チ ン と は 異 な る 株 と 判 明 。農 場 、管 理

獣 医 師 、 薬 品 会 社 及 び 家 保 で 対 策 を 協 議 し 鶏 舎 消 毒 の

消 毒 薬 変 更（ 逆 性 石 け ん → 塩 素 剤 ）と ワ ク チ ン プ ロ グ ラ

ム の 見 直 し を 決 定 。 消 毒 前 の 環 境 検 査 で は I B D V 遺 伝 子

を 検 出 し た が 、消 毒 後 は 検 出 さ れ ず 効 果 を 確 認 。当 該 農

場 は 7 、 1 4 日 齢 で I B D ワ ク チ ン を 飲 水 投 与 し て い た が

I B D V 高 感 受 性 時 期（ 3 - 5 週 齢 ）に 抗 体 価 が 上 昇 し な い 状

況 が 継 続 。 今 回 入 雛 か ら １ 週 間 隔 で 抗 体 検 査 を 実 施 。 8

日 齢 で E L I S A 値 （ E 値 ） 0 . 8 6 ± 0 . 3 2 。 2 9 日 齢 で 0 . 0 7 ±

0 . 0 2 （ E 値 0 . 2 以 上 陽 性 ）。 移 行 抗 体 消 失 前 の ワ ク チ ン

投 与 で ワ ク チ ン ブ レ イ ク を 起 こ し た 状 態 と 推 察 。 現 在

ワ ク チ ン 投 与 時 期 及 び ワ ク チ ン 株 の 変 更 も 含 め 検 討 中 。 


